
 
 

ぶらり 

らい ぃ 

＊利用者からの質問をもとに昭和館図書室の資料をご紹介します。 

【書名の後の（）の数字は（請求記号 保管場所 資料番号）です。】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（問）戦時下の国民学校の卒業式に関するエピソードが知りたい。 

（答）図書室の 検索
けんさく

端末
たんまつ

で資料を調べてみましょう。 

昭和館図書室で所蔵する図書や雑誌の目次情報を 含
ふ く

む書誌情報からキーワード検索

ができます。まずはトップ画面の「なんでも検索」にキーワードを入力します。 

 なんでも検索 ⇒ 国民学校 卒業式 ⇒ 66件 

件数が多くヒットし、もっと絞りたい場合は、開架
か い か

に出ている資料のみに限定して 

みましょう。上部にある「場所」の開架に☑を入れます。 

 場所 ： ☑開架 ⇒8件 

『「できごと」と「くらし」から知る戦争の４６か月』（210.75/O33 紹介本 060007416） 

１９４３年３月「卒業式は軍歌で」 以前は卒業式では「蛍
ほたる

の光」が歌われるの

が定番でしたが、敵国イギリスの 民謡
みんよう

が原曲のために歌われなくなったことや、 

「仰
あ お

げば尊し」も感傷的で好ましくないとされ、代わりに軍歌「海行かば」や 

「愛国行進曲」が歌われたことが書かれています。 

『少女たちの学級日誌』（372.1/Y91 紹介本 000059819） 

昭和２０年３月１９日の日誌には、翌日に 控
ひ か

えた卒業式の練習をしようとした時

に 空襲
くうしゅう

警報
けいほう

が発令され、練習を中止しラジオを聞いたことが書かれています。 

『別冊一億人の昭和史 １９７７年９月』（210.7/B39/1977-9 紹介本 160000515） 

大阪南区の 精華
せ い か

国民学校では、卒業式前日に空襲を受けたため、式自体が中止に 

なったことが書かれています。 

����� 国民学校とは…昭和１６年（1941）４月、小学校は「国民学校」という 名称
めいしょう

に 

変わり、それに 伴
ともな

い学習内容や学校行事も戦争に関わる事柄が多くなりました。 

 

 

 

～図書室にはこんな本があります～ 

Ｎｏ. ２８６ 

図書室には、書棚に並んでいる図書以外にもたくさんあります。 

検索端末を使って、読みたい本を探してみてください。 

操作方法等、カウンター職員までお気軽にお問い合わせください。 



 

 

 

 

 

昭和 20 年（1945）3 月 10 日未明、アメリカ軍の B29 約 300 機が東京
とうきょう

湾
わん

上空 3 千 

メートルから東京下町地区へ侵入
しんにゅう

、約 2 時間半に渡
わた

り無差別爆撃
ばくげき

を行いました。 

その被害
ひ が い

は、警視庁の発表によると死者 8万 3千 793名、負傷者 4万 918名、罹災者
り さ いし ゃ

100万 

8 千 5 名、焼失家屋 26 万 7 千 717 戸に及
およ

び、広島に投下された原子爆弾
ばくだん

による被害
ひ が い

を除き 

空襲
くうしゅう

被害として最悪のものといわれています。 

当時、3 月 10 日は陸軍記念日に定められていたことから、人々の間に大空襲があるかも 

しれないとの噂
うわさ

が伝わっており、実際に東京大空襲の約 1 時間半前にオトリ機による東京 

侵入があったものの爆撃をせずに退去、これで空襲が終わったと都民がほっと胸をなで 

おろしたところに虚
きょ

を衝
つ

いて大規模な奇襲
きしゅう

攻撃
こうげき

が行われました。 

東京下町は土地が低く隅田
す み だ

川
がわ

、荒川
あらかわ

放水路、江戸川
え ど が わ

の 3 本の川が流れ、さらにこの川を 

縦横に結ぶ形で流れる多数の運河が人家の密集する町を賽
さい

の目状に刻んでいたことから、 

避難
ひ な ん

場所は学校か公園、寺院などに限られ、逃
に

げ遅
おく

れれば川に飛び込
こ

むしかありません 

でした。B29 はこの特有の地形を持つ町の周囲に焼夷弾
しょういだん

を投下して炎
ほのお

の壁
かべ

を作り退路を 

断ち、逃
に

げ惑
まど

う人々に狙
ねら

いを定めて超
ちょう

低空からしらみつぶしに攻撃したのです。 

折しも東京大空襲当夜は風速 20～30 メートルの強風が吹
ふ

き、瞬
またた

く間に炎は木造住宅を 

のみ込
こ

み、大火災を引き起こしました。 

現在からは想像もつきませんが、戦時中は防空法により空襲を受けても退去や避難
ひ な ん

する 

ことは禁じられており、違反
い は ん

した場合は懲役
ちょうえき

や罰金
ばっきん

を科すとの規定がありました。主な 

防火手段はバケツリレーという脆弱な防空態勢と、逃
に

げてはいけない、逃げれば非国民 

という無茶な防空精神で消火活動に従事し、逃げ遅
おく

れた人も多くいました。 

このアメリカ軍による人々の虚を衝く心理作戦と下町特有の地形を利用した戦術、気象、 

都民に叩
たた

き込まれた敢闘
かんとう

精神が被害を拡大させる要因となったのです。 

夜が明けると町は見る影
かげ

もない廃墟
はいきょ

へと変わり、東京都の 4割が焦土
しょうど

と化しました。火葬
か そ う

 

場
ば

も焼けてしまったため遺体の大部分は火葬ができず、都内 67 ヶ所の公園、寺院、学校 

などに仮埋葬
かりまいそう

され、火葬されたのは戦後 3年経ってからのことでした。 
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東京大空襲から 80年 

～なぜ被害は拡大したか～ 
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